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―About “Zoukei‒Asobi” ―
清 原 知 二 ＊
Abstract
We think “Zoukei‒Asobi” is very important education for arts and crafts. However, elementary
school teachers do not educate “Zoukei‒Asobi”.
We think that there are two causes. One who was well acquainted with “Zoukei‒Asobi” was
immersed in the research and did not convey the contents to other teachers. It is the same for Ministry
of Education, Culture, Sports, Science and Technology‒Japan.
Another reason is that contents and evaluation are difficult to understand and we think that it was
because most teachers had never experienced “Zoukei‒Asobi”. We think that “Zoukei‒Asobi” can not
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9）武藤智子・金子一夫 「造形遊び」の発生についての歴史的研究（）―教育課程の改善，及び造形教育センター―















































































成作業― 茨城大学教育学部紀要（教育科学）53号 2004 51-68 上記論文 p. 55からの引用である。元資料は高山
正喜久「新学習指導要領における造形的な遊びについて」美育文化第27巻12号 1977 25-28頁となっている。














































































































































































20）この画像は拙著「幼小の連携の観点から 造形的あそびの意義について」教育美術 2015 may. 875 5 特集 造形遊
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21）前掲書 p. 35



































23）前掲書 p. 42「なかなかやるな！」筆者の授業参観評価 これは近年の観察記録であるが、公立小学校赴任時代に
も当たり前に行っていた。
24）第51回教育美術・佐武賞の選考委員をしたことがある。佐武賞は審査員の合意で出さなかった。佳作受賞者を二名
出した。ともに特別支援学校の実践の論文であった。十数点の論文の中で筆者が注目したのは「教師の遊びなおし」
を提言した論文である。子どもの頃行った遊びを再体験する試みで、遊びの面白さを知らないと造形遊びができな
いという発想からの報告論文であった。知らないものはできないという発想に注目したが、途中賞候補よりもれた。
